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我
國
に
於
て
、
各
宵
^

錢
屈
、
ft
M
跳
及
び
IV
m
fT
. 

の
整
现
も
緊
急
の
こ 

< ビ
な
卜
、
：又
舊
式
金
*
業
の
淘 

汰
整I

T

M
邊
銀
行
、
勸
業
鈒
行
"
鞭
業
銀
打
等
の
新 

式
銀
行
の
改
善
、
刷
新
農H

銀
U
の
.設
立
及
び
普
及
等 

.幾
多
の
重
耍
な
る
興
苹
を
行
ゆ
ざ
：る
可
か
ら
ず
、
此
黎 

:

の
切
的
を
達
せ
ん
ど
せ
ば
、
#

1

、
.：銀

：=:資
金
を
充
實 

し
、
金
馳
機
關
た
る
機
能
を
發
禪
せ
し
め
ハ
銀
行
業
考 

を
し
て
進
步
せ
る
鈒
行
：の
昝
«
技
倆
を
習
得
せ
し
ひ
ベ 

.し
、

®
ニ
、

金

融

統
.
|
.
を
計
り
、
«
行
法
规
を
完
備
し
、
 

其M
,

行
を
强
制
し
、
又
は
典
赞
業
を
轮
督
せ
ざ
る
可
か

ジ
チ
ィ
。エ
ス
：

-

ル
ミ
經
濟
學

0

:

定
義(

ニ) 

r

.
^

 

,

0

r
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i

i

B

A

前
述
.せ
る
.如
く
ミ
ル
は
、
.當
時
多
く
の
科
學
に
與
へ 

ぃ
ら
れ
た
定
義
を
以
て
甚
だ
；不
完
全
極
ま
る
も
の
で
あ
る 

.
と
論
じ
た
が
、
彼
に
從
ベ
ば
經
濟
學
も
亦
.同
様
に
、
厳 

密
な
る
論
现
的
原
理
の
上
に
形
成
さ
れ
た
楚
義
、
西
ょ 

一
り
容
n勿
く
#
得
せ
ら
る
可
き
も
の
、
即
ち
定
_

せ
ら
れ 

'
.た
も
の
V

IE
確
に
共
通
せ
る
外
延
を
対
す
る
所
の
楚
義 

j 

(
a

 

definition 

exactly 

Co-extensive 

w
i
t
h
^
e

 

t
hs-
3
 

| 

<
M
n
e
d
>

を
さ
へ
#
だ
なS

の
で
あ
る
。
併
し
造
れ
が 

|

た
め
に
經
濟
學
の
眞
實
な
る
墙
界
が
、
少
な
ぐ
ご
も
英 

\ 

_
に
於
て
は
、
；
實
際
に
誤
解
若
く
は
■
過
せ
ら
れ
る
迄
■ 

|

に
は
至
ら
な
か
つ
た
が
、
興
結
果
は
斯
學
の
研
究
方
法
.

I.'

のI

ィ
.定
な
る
丨
^

も
晨
々
il
l
rt
る
ー
«

々

の

槪

念

を

^
:
,
ノ 

一
'き
出
す
に
浼
つ
ぃ
た
"
：
然
ら
ば
斯
の
如
き
、、、
ル
の
生
張
は
::
; 

资
當
で
あ
り
や
否
や
。
ミ

ルは
，：！：！

說

を

確

證

す

る

た

め
 

に
T
當
時
ー
般
に
.是I

t

せ
ら
れ
て
®
た
經
濟
學
の
定
義 

を
考
究
し
た
の
で
め
る
。

眞

先

に

ミ

ル

の榆
王
に
擧

O

た

の

は

、

.

「

經
濟
襻
を
は
、如
何
な
る
方
法
を
以
て
す
れ
ば 

一
S
 

を
裕
福
な
ら
し
め
得
る
か
を
敎
4

る
の
を
職
分v

j

す
る 

科
•

で
あ
る」

.V

云
ふ
定
義
で
あ
る
。：
彼
；に
從
へ
ば
經
濟
學
の
權
成 

_耍
素
を
斯
の
如
ぐ
見
る
の
は
、
成
样
度
迄
.ァ
ダ
ム
-
ス
ミ 

ス
が
.彼
の
大
著
阈
窗
論
に
與
へ
|た
艱
0

€
排
列
€
に
肋 

_

ら
れ
た
の
で
^)
る
：
。
；
右

の

淀

義

は

、

.'
:
鏘

濟

學

の

本 

質
ミ
對
象
ど
に
關
し
て
通
俗
の
見
解
を
述
べ
て
居
る
ご 

.

i
k

ふ
點
ょ
h

a
れ
ば
、
中
A
f'
雜
も
遠
か
ら
f
'て
ぅ 

部
類
に
屬
す
る
ヒ
云
へ
や
，■フ
。

:\
:
併
し
若
し
も
、:'
色

々

の

言

葉

の

.或

確

足

的

形

式

に

於 

て
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
其
主
題
を
意
哝
す
る
樣
々
の 

流
行
樣
式
か
ら
の
汕
象
過
程
に
^
て
都
め
て
到
達
せ
ら 

れ
る
所
の
も
の
を
、

〗

定
義
ビ
呼
び
#

る
な
ら
ば
，
夫
れ 

:

は
、g
K
s
c
i
e
n
c
e
)

ヒ
術(art)

.匕
の
丨
密
接
に
關
係
す 

れV」

も
ー
根
本
的
に
相
達
せ
る
«
念
を
混
同
す
る

も
の
. 

で
あ
る
ご
云
.ふ
決
®
的
抗
議
に
徵
遇
-す
る
の
を
免
れ
難

い
や
ぅ
で
あ
る
-
' 

:
是
れ
は
右
の
定
義
に
加
へ
ら
れ
る
^
 

難
で
あ
る
。
抑
も
學
せ
術
ど
の
二
觀
念
が
夫
々
別
興
の
ぃ 

も
の
で
あ
る
こ
ど
は
、

'^
か
も
|^
[4(

cnde
r
s
t
a
n
d
.
m
g
o

 

，が
意
'恐

(
W
i
l
l
y

ど
巍
な
り
、
又
文
法
.に
於
て
直
後
法
：
 

が
命
令
.法v

異
な
る
^

ぅ
な
も
の
で
あ
る
.0
一
 

は
，事
赏 

"
(
f
a
c
t
s
)

に
關
係
し
、
他

は

敎

戒(
I
c
e
p
t
s
)

に
關
係
す 

る
'0
學
は
各
|®
の
眞
理.

(
t
r
u
t
h
s
)

0 '
集
则
で
ぁ
る
、か
、 

術
は
各
種
の
^

則(
s
i
e
s
)

換
言
；せ
ば
行
爲
に
對
す
る
#
 

種

の

命

令(CH
r
s
t
l
o
n
s

 

fcr 

c
o
n
d
u
c
t
)

の
集
||
1
で
あ 

る

.0
即
ち
學
の
用
語
は
、「

楚
れ
‘ば
然
り」

、v「

是
は
然
ら
：，
 

す
、
又
a

「

是
は
發
生
す
し
、「

楚
は
發
生
せ
す」

ビ
云

ふ
の
で
あ
る
が
、
術
の
]|
1
語
は
、「

嚴
を
な
せ」

"「

彼
れ

; 

o 

o 

を

避

.»
よJ

も
沄
ふ
の
で
あ
る
o
學
は
或
現
象(

p
h
e
p
-

o
m
e
n
o
n
)

を|
g

め
て
、
.
之
に
關
す
る
法
則o

a
w
)

の
發

見
に
努
め
る
の
で
あ
る
が
、
術
ぼ
或
は
；1
1
1的(

3
ユ)

^.
志

し
て
、
之
を
遂
行
す
可
き
_

手

段

(
m
e
a
n
s
)

を
探
來
す

る
の
で
あ
る
。
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n1
.•食ノ治

?パ

u

n

ン
0

Iii 一
';
::: 

;

:

;::
;
:
,
_
:!
故
に
若
し
も
，
經
濟
學
が
，：ー
個
の
科
學(

學
>
で
あ
る
へ 

\ 

.

な
ら
ば
、
夫
れ
は
*
際
的
栽
則
：の
集
圈
で
あ
な
得
な
い

0 : 

•

併
t
經
濟
彤
が
全
然
無
用
の
.科
學
で
な
いVJ

す
れ
ば
、

:

實
際
的
规
則
は
了
經
濟
學
の
上
化
築
か
れ
得
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
例
へ
ば
自
然
铒
學
の
ニ
部
|̂
1

た

る

機
.«
學 

は

の

法

切

ど

_所
_
機
械
カ
の
特
性
、こ
を
說
ぐ
の 

で
あ
る
。
.然
る
に
、：

實
際
的
機
械
學
の
術
は
/

如
何
こ
'; 

:'
五
ぱ
は
夫
等
の
法
則
及
び
特
性
を
利
用
し
て
、
外
的
自
;
| 

.
':

然
に
對
す
る
吾
々
の
支
配
を
鑛
張
す
可
さ
.で
あ
る
か
を
：
.:
'

:

敎
ふ
る
に
在
る
。
.：術
は
、
，常
に
其
主
題
に
.關
係
す
る
科

.
，

I 

.

^
的
知
識
.の
上
に
確
立
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
術
で
は
なI 

い
o
是
れ
な
く
ん
ば
い
^

れ
は
經
驗
論(

e
m
p
i
r
i
d
s
m
)

 
| 

で
：あ
つ
て
、
艇
學」 (Philosop.hy)

.

で
は
な
い
。欠
こ
一 

國
の
富
を
增
加
さ
せ
る
：た
め
0
諸
準
則
は
、

一
®
の
^

‘

®
で
は
な
い
が
、
科
學
の
成
果
で
あ
る
。
即
ち
經
濟
學 

:
其
物
は
"1

國
を
如
何
に
し
て
裕
福
な
ら
し
む
可
.き
か 

:

I
:を
敎
ふ
る
も
の
で
は
な
い
:0
併

し

'國
を
裕
福
な
ら
し

鹿姓導e
%%

%/
部

r
む
る
諸
々
の
手
段
を
剑
斷
す
る
資
格
あ
る
者
は
、
皆
先 

つ
®

1

に
經
濟
學
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。(

註
ご 

斯
く
ミ
ル
は
論
じ
去
つ
て
、
第
一
の
定
_
は
學
ど
術

>!
:
を
混
同
し
て
居
る
■<
!
:し
た
V
然
ら
ば
次
に
彼
の
批
評

を
受
け
た
經
濟
學
の
足
義
は
、
如
何
な
る
も
の
，で
あ
る

か
ぐ：

七
.
.

:
ミ
ル
に
從
へ
ば
ノ
敎
養
あ
る
人
々
の
間
に
最
も
廣
く 

是
認
さ
れ
、
又
.經
篇
學
に
關
す
る
數
多
の
著
書
，に
述
べ 

ら
れ
た
定
義
は
、
：
■
:
.

「

經
濟
學
ビ
は
.>
吾
々
に
敎
ふ
る
に
、富
の
生
產
、
分
11
>
、
：

並
に
®
費
を
制
规
す
る
諸
々
の
法
則
を
以
て
す
る
、」

€
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
種
の
定
義
に
は
、
屢

々

あ

り
. 

ふ
れ
た
説
明
を
附
加
す
る
。
例
へ
ば
經
濟
學
は
國
家
に
:;
:

關
係
す
る
も
の
で
、
其
の
狀
恰
か
も
家
內
經
濟(

d
o
m
-

 

e
s
t

o-e
c
o
n
o
m
y
)

が
家
族
に
關
係
す
る
に
、
粗
ぼ
以
て 

居
るV」

云
ふ
の
類
で
あ
る
。
麻
5

此
定
義
は
第
一
の

謂
^

^

^

^I I

{

疋
義
k
於
て
指
摘
し
た
や
ぅ
な
缺
點
も
な
い
o
經

濟

學

greates.t 

possible 

quantity 

o
f 

comfort: 

が
學
で
あ
つ
て
術
で
«

い
所
以
を
忘
れ
て
は
居
な
い
。

a
n
d

 e
n
j
o
y
m
e
n
t
)
^

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

i

し
此
定
義
は
自
然
0
諸
法
則
に
關
係
す
.る
が
、：：行
爲
勿
論
經
濟
學
の
有
益
な
る
成
果
、
即
ち
斯
學
の
大
な
る 

の
諸
公
.理
R
は
關
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

'へ

v

實
隙
的
應
用
は 

> 最
も
完
全
な
る
家
內
經
濟
が
成
家
族 

:

i
ル
1に
從
：へ
ば
、
右
の
定
義
は
第1:

の
定
義
に
於
け
1

0
た
め
に
成
就
す
る
所
に
似
た
、
何
等
か
の
事
を
、
： 
一
. 

;;
.る
や
ぅ
な
抗
議
を
蒙
ら
ぬ
が
、
：：夫
れ
に
附
隨
す
る
，說
明
：： .；

國
の
た
め
に
成
就
す
る
に
在
る
0
併
し
此
目
的
が
假
令
: 

，■が
無
難
に
收
ま
ら
な
い
。
何
故
ど
沄
.ふ
に
夫
れ
は
、
_

實
現
せ
ら
れ
た
か
ら
ご
て
、
•其

目

的

を

遂

行

し

得

'‘る
规 

.:
に
片
付
け
ら
れ
た
、
現
今
の
漠
然
ど
せ
る
經
濟
學
の
想
：_
則

气

經

濟

學

ど

は

.
依
然
ミ
し
て
相
違
す
，る
の
で
め 

念
に
迄
吾
々
を
引
戾
す
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
經
濟
學
は
、

る
。
夫
れ
は
、
恰
か
も
财
擊
術
^
;投
射
物
の
原
®
^
の 

眞
實
に
科
學
で
あ
:̂

ど
：同
時
に
？
定
義
に
■際
し
て
も
科I

.;
間
に
於
け
る
、
若
く
は
數
學
的
陸
地
测
量
の
规
則
ビ
三 

:
學
で
あ
る
^
述
べ
も
れ
：て
居
：る
。
然
る
に
附
隨
的
說
明I

角
法
て
ぅ
科
學
S
の
間
に
於
け
る
相
違
に
似
て
g
る
U 

に

於

け

、
る

象

內

經

濟

«

、
夫
れ
が
檨
々
の
原
理
に
支
配
.
| 

:
然
ら
ば
右
の
定
義
は
、
完
全
無
缺
で
あ
る
か
9

、、、
グ 

れ
な
限
^
/
1
:
.
個
0
.術
で
あ
る
。
家
內
經
濟
を
紙
4

は
之
を
否
定
す
る
。
但
し
右
0

定

義

が

初

步

の

^

究

に
 

成
す
る
樣
々
の
規
則
、

即
ち
用
心
の
公
理(

m
a
x
i
m
s

 

/

於
け
る
論
文
の
定
義
な
ら
ば
、
別
に
抗
議
を
俠
ひ
も
0 

of 
H

は
、
欲
求
す
る
も
の
を
正
規
的
に
供
給
で
は
な
い

0
何
故
e
云
ふ
に
初
步
の
定
義
を
與
へ
る
目 

せ
ら
れ
る
家
族
を
維
持
し
、
又
何
等
か
ニ
定
の
手
段
を
::
的
は
、
決
し
て
重
大
な
る
意
義
を
有
し
な
;
s

iの
で
、
 

，用
a
て
最
大
可
能
量
额
0
有
形
的
慰
安
ミ
享
樂
?

e

要
'は
硏
究
の
.便
宜
ビ
、
今
ょ
b
研
究
せ
ん
ど
す
る
題
材
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ス
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第
'八
號
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四
ニ
 

-
の
1
係
に
-ま
て
：、'成
.|般
的
の
«
想
を
ば
、|初
學
者
9
^
 

(all objects useful oragreeable to Bankrnd 

心
情
^
暗
示
す
る
に_
る
か
&
で
あ
る
。
即
ち
眞
に
初

except 

cai

? 
1

3'
e
d in 

iailte 

#
の
定
義
に
於
て
は
称
導
的
精
密
3
は
、
®
求
せ
ら
れquantity without labour)

«
て

の
-̂
,̂
ビ
ー
ズ
ふ 

「

な
い
，が
ら
で
あ
る
。
，併
し
右
の
定
義
が
、
；斯
學
の
主
題
：
バ
に
成
學
者
は
、

«
て
の
物
質
的
物
件

(au 

B
I
E 

の
全
範
匮
を
綿
密̂
研
^
し
た
結
染
與
.へ
ら
れ
た
も
の

 

一objects)

な
る
W
葉
を
JI
]
ふ
る
が
、
其W
違
は
ff
l
^
の 

で
^

'
且
又
諸
科
學
間
に
於
け
る
經
濟
舉
の
正
確
な

，1

場
合
に
何
等
主
要
の
も
の
で
は
な
い
。

;4
_

位

を

示

す

も

の

：
で

* ：
る

ど

す

れ

ば:'
,
其
偕
越
は
、，；；
 

一

':
因
に
ミ
ル
が
興
著
經
濟
學
：原
现
に
於
て
採
川
し
た
甯 

_

底

許(>
讀

る

：
も

の

，
で

な

い

o 

:

;

,
 

I

の
足
義
は
、ES5,ayi

に
於
け
る
ど
同
樣
で
め
る
。
即
ち 

初
も
經
濟
學
^;
は
、「

當
の
生
產
、分
配
ヽ
並
(:
沿
赞
を
1

寓
ビ
は
、
交
換
_賈
値
办
る
有
;|
:]
若
く
は
快
適
の
物
件
ー
.
 

制
規
す
る
■諸
々
の
法
則
め
科
學
じ
.で
あ
る
と
云
ふ
が
、

一

切

c

l
 

o
r 

f

e

l
 

I
g
s

 

I
c
h

 

P
o
l
s

 

其
»
て
ぅ
言
葉
は
y

&
霧
.の
对
ぐ
浮
動
す
る
聯
想
の
»

| 

exchangeable v
a
l
u
e
)

を
云
ふ
。
換
言
す
れ
ば
富
^
は
、 

鶴
に
.依
つ
て
包
倒
々
れ
，
而
も
其
聯
想
を
通
し
て
見
ら
：

何
等
の
勞
働
、
若
く
は
犠
牲
を
州
ひ
ず
し
て
欲
求
せ
る 

へ

れ

る

何

物

を

も

明

白

'1
:
:說

明

す

る

：
こ

と

が

出

來

な

い

の

|

M
額

丈

け

獲

得

；
せ

ら

れ

得

る

物

件

I

.
 

n
p
p 

:

. 

で
*
る

ミ

ル

炫

&
^
|法

を

用

ひ

，
て

其

饱

^
を
¥
足
し 

be 

obtained/ 

in 

the 

quantity 

desired, 

WItllout,' 

て
居
る
.
良
ち
富
疋
は
:,
.何
等
'の
勞
侧
を
几
ひ
す
し
て
、

labour 

or 
Sacri5ce)

を
除
外
し
た
る
、有
川
^
く
は
決 

'無
限
.最
に
獲c

相
せ
ら
れ
.得
る
が
.如
き
も
の
を
除
き
、
人
適
の
物
仲
一
切
を
.云
ふ
。
併
し
以
上
引
用
し
た
赏
の
® 

類
に
取
つ
て
有
用
.若
ぐ
は
快
適
な
：る
總
て
の
物
件
を
.云
.

義
を
以
て
し
て
は
、
'、/
グ
の
云
ふ
如
く
、長
い
間
討
論
せ

ら
_れ
た
疑
間
、即
ち
所
謂
非
物
質
的
在
產
物(immaterial 

p
r
o
d
u
c
t
s
)

は
富V」

認
め
6

.れ
る
か
何
ぅ
か
ミ
云
ふ
疑
問 

於
、
#
定
の
0
に
殘
る
の
で
ぁ
る
。
詳
言
す
れ
ば
勞
働
者 

§
熟
練
、又
は
身
心」

於
け
る
何
等
か
他
種
，の
生
得
、
乃 

至

?|得
の

カ
，自

7

 

0.1±
€1:113.1;1131 or 

a

o'quired 

p
o
w
e
r

of body.cjr mind)

の
如
き
も
の
は
、
之
を
富̂'
稱
し 

得
る
が
#
ぅ
T

云
ふ
疑
1|
1-
]で
め
る
。
併
し
是.れ
.は
、： 

现
在
左
m-
主
耍
視
す
る
に
足
ら
な
ぃ
ビ
典
に
、
：後
日
詳 

■述
す
る
機#
が
^
ら
；.ク
.か
ら
今
は
，.す
る
..。
£ 

2D 

.
然
ら
.ば
富
^
右
の
如
く
定
義
し
た
結
架
"
經
濟
學
と 

.
•然
称
學
d
の
間
に
、
：如
何
^
る
栩
違
を
見
出
す
可
き 

か
-.
0'

〔

最
叫
が
問_
で
ぁ
る
。
ぃ

V

は
之
を
如
何
に
論
じ 

穴
が
。';
. 

,

.
: 

’ 

：

.

.八

'
ミ
/v
.は

！！！

ぐ
、
.「

今五
！！

々

は

坐■
の

み
.に

限

^

す

る 

:.
:;'
^
，

若

し

も

人

類

に

取

つ

て

有

用

若

ぐ

は

快

適

な

る

總
 

て
の
％
#
ク
否
物
質
的
物
件
の
生
產
に
關
す
：る
諸
法
則

钪
十
六
怨C 
ニ
九1

)

雜

錄

ク

H

イ
i

ス :

が
、
經
濟
學
の
中
に
0
含

せ

、ら

れ

る

ビ

す

れ
.ば

、

經

濟

：

_

學
の
結
局
は
何
處
で
あ.る
か
"
是
れ
を
斷
言

す

る

の
は 

決
し
て
容
易
な
業
で
は
な
い
で
め
ら
ぅ

」
>£
:
。1
:
へ
ば
小 

麥
ご
家
畜
V?」

は
物
質
的
物
件
で
あ
つ
て
、
人
間
の
た
め 

)

に
跋
だ
有
用
な
も
の
で
あ
る

。

前
者
の
生
產
に
關
す
る 

I:

法
則
は
、
業
の
原
則
を
包
含
し
、
後
者
の
生
*
は
家
密 

マ
飼
育
.術
ウ
主
題
で
あ
る
？
若
し
家
蒂
飼
育
術
が
眞
に

1 

I

個
の
術
で
あ
る
なL
ば
、
.必
す
や
生
理
學
の
上
に
典
基 

j::

礎
を
置
か
ね
ば
な
ら.ぬ
。
又
製
造
物
品
の
生
璇
に
關
す 

j :

る
淡
則
は
、
化
學

yj

機
械
學
€
の
全
部
を
包
含
す
るo 

';
|:'
:
|斯
く
运
へ
ば
，
地
球
'の
內
部
ょ
り
採
掘
せ
ら
れ
る
赏
の 

:
|':
生
產
に
關
す
る
法
則
は
、
地
質
學
の
大
部
分
を
铤
含
せ 

一
す
し
て
出
發
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

故
に
苦
し
も
或
定
義
が
"
事
實
上
廣
汎
な
る
範
1 ]
に 

瓦
る
■な
ら
ば
、.
.假
令
會
得
-せ
ら
-る
可
き
限
界
が
述
べ
ら 

れ
な
い
に
し
て
も
' 

吾
ケ
は
典
定
義
を
文
字
通
W
に
解 

釋
す
可
き
で
は
'な
い
皮
推
定
せ
'ね
で
'な

ら
ぬ
：。
思
ふ

に 

•
ミ
ャ
ミ
經
濟
學
の
定
義 

第

八

號

1

四
三



m
十

六

怨(

ニ
九
ニ)

雜

錄

'

2

1
ス
*
ミ
ざ
經
濟
學
の
_
 

第
八
贼 

一
H
四 

經
濟
° ^
O0
:

° M
係
す
る
も
の
は
、
富
の
_

に
關
す
る
法
般
的
爵
に
於
け
る
一
の
法
則
遙
の
法
則
I

關
係 

:

則
中
總
て
の
猶
類
の
富
に
適
用
せ
.、b
れ
る
が
如
き
法
則
：
に
似
て
居
る
。
槪
し
て
特
殊
的
法
⑴
は
、
唯
ザ
R

J
;こ

が
あ
る
羞
へ
ゃ
ぅ
デ
_

 

變
改
せ
る
樋
々
の
一
般
的
法
則
を
複
合
し
た
遼
に
過 

垂
然
興
な
れ
る
科
學
の
主
題
を
形
成
す
る
特
殊
的
職
業
ぎ
な
い
。

の
細
目
に
關
係
す
る
も
の
で
あ
る
：：。

. 

.

.

|

故
に
前
者
は
一
般
的
で
f

、
後
者
は
特
殊
的
で
あ 

:

;
ゼ
し
,
述
の
勿
ぐ
で
あ
る
な
ら
ば
、
_經
濟
學
ビ
自
然j

る
ビ
云
ふ
理
曲
に
基
い
て
、|

般
的
法
则
ビ
特
殊
的
^

,
，
學
^
の
相
&
は
：
容
罗
に
.知
る」

」
$
が
出
來
な
.い
。

：| .

則
ど
を
區
別
す
る
は
、
便
宜
て
ぅ
最
强
の
動
機
ビ
、
、い 

■
今
^

の
部
門
の
知
識
に
就
て
見
る
^
、
：例
べ
ば
動
物
學
：「

情
の
自
然
的
傾
向
ど
に
背
馳
す
る
も
の
で
あ
る
。
可
>
 

又
は
鑛f

學
の
如
き
-a
、
之
を
ニ
分
し
て
、

一
は
總
て\

に
し
て
も
、
性
質
に
於
け
る
相
違
を
以
て
す
の
は
， 

;^
c/
:f
Tォ
く
は
l

^

.

Qs 1
物
にT

h

通
^
性
質
を
取
扱
ー
極
端
な
磁
別
で
あ
る
。
依
つ
て
ミ
ル
は
、
先
づ
自
然
％ 

ひ

他

は

夫

々
ぎ
殊
的
種
族
の
|/
物
港
/、
は
㈱
物
^
特

I

學
ど
經
濟
學
ビ
の
相
遠
を
求
め
、
次
に
其
上
に
彼
の
定 

':

有
ホ
性
質
に
關
係
す
る
ど
は
し
な
い
0
:斯
く
區
別
せ
ぎ
：j:
義
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
•
：

'
る
.理
S

、
甚
だ
S

で
.あ
る
。
何
故
‘

ふ
：S

物

'j
:

併
し
今
日
迄
一
般
に
認
め
ら
れ
て
f

、
經
濟
學
の

若
く
は
鑛
物
の
本
性
に
關
す
る一

般
的
法
則
^
、
特

殊
:;
,
.分
野
ど
、
自
然
料
學
の
分
f

l

別
す
る
境
界
は
、

I

的
種
族
に
特
有
な
性
質
ゼ
の
.間
に
は
>
性
質
に
於
け
幹
:'
決
し
て
總
て
の
種
類
の
富
に
關
す
る
眞
齓
ど
、
：，，或
種
の
：：

.

(
m

 

k
m
d
)

相
違
が
全
然
な
い
か
ら
で
あ
る
。

-
般
的
富
に
關
す
る
眞
理
ど
の
區
別
に
合
致
す

る
も
の
で
は
な 

.

法
則
ビ
特
殊
的
法
則
.
Sの
f

い
類
似
は
、
恰
か
も〗

い
o
例
へ
ば
運
動
の
三
則

。

ふ

i
o
p
y

V
J
®

有
引
力
の
法
則

(
l
a
w

 

o
f

 g
r
a
v
i
t
a
t
i
o
n
)

ビ
は
、
 

人
類
の
觎
察
が
今
日
迄
诞
開
さ
作
ツ
範
園
內
に
於
て
、，
 

總
て
の
物s

に
對
し
て
共
通
の
も

^
で
あ
る
。
故
に
是 

等
の
法
則
は
、

.總
て
の
生
產
，に關する法則に包
 

含
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
經
濟
學

§■ !

部
分
を
構
成
す
る 

も
の
ビ
賴
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
：。

〗

爾
槐
0:
產
業
上
に
於
け
る 

過
程
，は、
僅
か
の
部
分
も

«
肝
：

〉 (

13及
の
性
®
に
侬
. 

存
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
ぬ
：

r
併
し
其
故
を
以
，て、
斯る性ン 

質
を
經
濟
學
の
眞
理
の
中
に
包
含

5
せ
る
な
ら
ば
■、
夫 

.れ
こ
そ
奇
妙
な
分
類

^
な
る
。
然
る
に
近
代
の
，經濟
學 

は
、「

自
然
科
學
の
或
部

|,
|

1:に.屬
す
る
や
ぅ
な

"
全
.然特 

殊
的
に
し
て

®:
ら
特
殊
的
猶
類

0
物
質
.的
物
件
に
關
係
：
 

せ
る
樣
々：

の
硏
究
を
包
含
ず
る
の
で
あ
る
。

:

例へ」

ば穀 

愤
を
制
规
す
る
情
況
を
硏
究
す
る
が
如
き
は
、
恰
か
も 

®
夫
の
有
す
る
加
識

^
等
し
ぐ
、
«
て

の
富
0
生
產
に 

共
通
：なる
法
則
に
取
ク
て
は
殆
が
ど
無
關
係
ヤ
あ
る
。

::
'其
他
鑛
山
や
漁
場
の
地
代
、
：；乃
至
»!
重
金
«

の
，價
値
等

笫
十
六
卷

2
テ九三)

雜
錄

.
汐H

イ
V
Hス*

の
»

究
も
亦
然
り
で
ぁ
る
。
而
も
是
等
の
研
究
は
、
依 

:
然
經
濟
學
の
中
.に
正
確
な
る
地
位
を
有
す
可
き
も
の
と 

し
イ
、
1

般
に
認
め
ら
れ
て
转
る
。

:

玆
に
於
て
、
經
濟
學
ビ
自
然
科
學
ビ
の
眞
實
な
る
區 

別
は
、
主
題
の
本
質
ょ
：り
も

一

糧
深
遠
な
る
或
物
を
求 

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟
學
ビ

> 
總
て
の
.有
用
な
る 

技
術
の
科
學
的
基
礎
も
は
、
事
實
上
同
！の
主
題
を
兆
：
 

有
す
る
。
即
ち
ん
間
の
便
觉
定
享
樂
^
に
資
す
る
锬 々

の
物
件
が
、
双

'/
/
の
主
題
で
ぁ
る
。
併
し
經
濟
擧
？諸 

々
の
技
術
と
は
、
全
然
興
な
つ
た
知
識
の
都
門
に
属
す 

.

.

.
る
0
で
あ
る
。
C
.
E五_

)

、

.

.

.

.

.

■

九

：

.

ミ
ル
は
、
經
濟
擧
ど
自
然
科
學
ビ
の
眞
實
な
る

® ;
別 

を
求
め
る
^
先
立
づ
て
：
到
達
せ
ら
れ
た
る
、
苦
く
は 

.

到
達
し
得
る
、
人
間
の
知
識
の
全
分
野
に
留
意
し
た
。

へ
日
ぐ「

典
分
野
.自
缽
は
明
f:
l
に1

j

個
の
區
劃
に
分
離
.せ 

ら
れ
て
居
る
0
-
. 

-
:■
:
. 

. 

•
.

.然
ら
ば
其
分
野
S
は
如
何
な 

)v
w
經
濟
#.
髮
義
.

第
八
號
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笫
十
六
溜

(

.ニ九
四

)

雜

錄

ク

H
i
H

ラ

る
も
の
ぞ
。
&
然
科
净
ど
"
粘
»

的
乂
は
心
理
的
科
舉 

ビ
が
、避
れ
で
あ
る」

s

o:

併
し
菩
々
の
知
a

の
，

」

一
個
の
. 

部
門
に
於
け
る
此
相
違
ば
、
：典
關
係
.せ
る
主
题
に
#
す 

る
も
の
で
は
な
い
o
何
故
^
去
ふ
：に
卜
®
令
夫
々
の
®
 

も
简
眾
な
る
、
又
最
も
初
乘
な
る
部
分
に
就
て
は
、
双 

方
が
別
個
の
主
題
に
ー
即
ち」
は
人
心
に
、
■
は
人
心 

以
外
の
凡
ゆ
6
0
物
に
ー
關
係
す
る
こ
^
は
、
眞
理
に 

接
近
す
る
に
從
つ
て
云
ひ
得
ら
れ
る
に
し
て
も
、
此
1 ̂

別
は
、
笕
一
一
分
野
の
ょ
り
商
き
部
分
の
問
に
於
て
.は
、
 

.其
：，位
®
を
保
持
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
政
治
摩 

又
は
法
雜
離
を
何
人
が
韵
然
科
淨
で
あ
る
と
云
ふ
：で
あ 

ら
ぅ
か
。
將
た
或
は
、
酵
者
の
人
心
に
關
係
す
る
こ
ビ 

は
、
物
«

に
關
係
す
る
>£
;
同
様
で
あ
る
ビ
は
、
明
白
で 

な
い
ご
す
る
'か
ゎ
尙
ほ
音
樂
、
綃
窬
等
の
■
夂_
を
見
る
. 

に
、夫
々
の
關
係
し
た
事
«
が
全
然
#
質
の
部
類
に
も
、
 

又
人
心
の
部
類
に
も
嵐
す
る
ど
、
何
人
が
舣
え
て
斷
言

i

;v
w
經
濟
學
の
淀
義

.
笫
八
號 

一.

g

六

获
に
於
て
ミ
ル
は
、
次
の
や
ぅ
に
叙
述
し
て
、
自
然 

科
學
ビ
精
神
科
學
ミ
を
區
別
す
る
理
山
ミ
す
る
の
で 

あ
る
0
人
間
^
自
然
ビ
の
凡
ゆ
る
關
係
に
於
て
、
五E 々

が
人
間
を
考
察
す
る
に
、
0

然
の
上
に
作
用
す
る
b

の 

\

を
以
て
す
る
^
、
_或
は
又
0
然
ょ
り
糨
々
の
印
象
を
受 

‘|

け
る
も
の
を
以
て
す
る
ど
女
間
は
す
、
結
朵
即
も
現
象
： 

は
二
種
の
原
因
に
侬
存
す
る
>
:一
は
、
作
川
す
る
物
體 

(object 

acting)

の
性
質
で
あ
つ
て
、
他
は
、
作
_
を
受 

け
る
物
體(object acted, u

p
o
n
)

の
性
質
で
あ
る
。
屢
 々

|

双
ヰ
し
て
、
而
も
人
_
艺
外
的
事
物
ど
が
典
間
に
關
係 

j

し
た
も
の
は
、總
て
物
質
の
法
11
|
]ヒ
、人
心
の
法
則
ビ
の 

. 

'共
同
作
用
に
$
づ
く
も
の
で
あ
る
,0
從
つ
て
人
間
の
勞
. 

j

働
に
依
る
穀
物
の
生
產
は
、
人
心
の
法
則
^
物
質
の
法 

.
則y

の
成
果
で
あ
る
。
即
ち
物
質
の
法
則
は
、
地
中
に 

.

.

.
猶
子
を
發
.芽
さ
せ
る
土
壊
マ」

、植
物
の
生
命
€
の
性
質
、

. 

!.

'
及
.び
禪
子
の
發
育
に
必
要
な
る
肥
料
を
施
す
人
»
の
性

:
所
有
し
や
ぅ
ビ
欲
求
し
V

從
つ
て
其
狼
得
に
必
要
な
る 

各
®

の
手
段
を
選
定
す
各
匕
^
ふ
こ
ど
に
存
ず
る
の
で

あ
る 

9

;
. 

:
;
.
:
;

;;
..-
•

;
へ
凡
：を
入
心
の
法
則
i

物
質
の
法
則
？
は
、
其
本
«
上

•
 

甚
だ
相
違
す
る
所
が
ぁW

か
ら
、
：：是
等
を
同I'

研
究
の
.j 

1
部
と
し
.て
混
向
す
る
：時
咏
、.
'合
理
的
排
列
の
原
則
ニ
；:-
| 

切
に
反
す
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
故
に
總
て
め
科
學
的
硏
究
方 

法
に
於
て
は
"
何
れ
も
別
個
の
取
极
を
受
け
る
0
で
.ぁ
. 

る
。：斯
の
如
く
し
て
、
物
質
の
法
則
ミ
人
心
の
法
則VJ 

. 

| 

に
依
存
す
る
合
成
的
結
果
、
::
即
ち
現
象
は
、へ
總
て
ニ
個
一 

の
釜
然
興
な
ゎ
る
科
學
が
,
XI
は
或
科
學
に
於
•け
る
ニ 

ぺ
部
四
か
め
主
題
ビ
な
る
ん
と
が
出
來
る
户
即
ち
一
.は
、
：

パ
物
質
.の
法
則
に
の
.み
依
存
す
-る
，範
■

に
於
け
る
現
象
をI. 

.取
扱
a
:、
他
は
、
人
心
の
法
則
に
依
存
す
る
範
圍
に
於 

け
る
現
象
を
取
扱
ふ
の
で
ぁ
る
0 

:

:布
樣
の
論
述
に
基
,ク
い
，て
、>
ミ
W
は
、
，：自
然
科
學
S 

心
的
若
く
は
：修
_

的
斜
學
ど
:0
聪
別
を
試
み
|2
。

竿

六

潘

2

一
九
五
y

雜

錄

(

ニ )

-.
自
然
科
學VJ

ば 

> 
物
質
の
法
則
V
:
及
び
物
質 

の
.法
則
に
依
存
す
る
範
圍
に
'於
け
る
總
て
の
祺
雜
せ
：る
' 

現
象
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
b

x
又 

:
(

1
1

)

'
心
的
若
く
は
精
舯
的
科
學
£
は
、
人
心
の
法 

則
、
及
び
人
心
の
法
則
に
依
存
す
る
範
圆
に
於
け
る
總 

て
^
複
雜
せ
る
瑰
象
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
。

g

て
多
く
の
精S

的
科
學
は
、
自
然
ft
學
を
^
定
，す 

る
が
、精
神
的
科
學
を
豫
定
す
る
自
然
科
學
は
、
甚
だ
少 

.な
い
。
M
故
ビ
S
ふ

に

、
，
例.へ
ば
地
；宸
や
惑
星
の
述
行 

の
如
き
現
象
は
、生
ヒ
し
て
%
«
の

祛

則

に

し

て

メ 

人
心
の
法
則
に
は
全
然
無
關
係
で
あ
る
炉
ら
で
あ
る
。
 

從

つ

て

人

心

は

、

，知
！！

の
'
容

器S
し
て
の
み
存
在
し
、 

.其

結

果

を

生

來

す

る

原

困

皮

し

て

は

.、

存

在

し

な

い

や 

う
に
見
え
る
。
併
し
人
心
の
法
則
に
の
み
依
存
す
る
現

象
は
絕
無
で
あ
る
。

現
に
人
心
の
現
象
其
物
す
ら
、
部 

分
的
に
は
人
體
の
生
理
的
法
則
に
依
存
す
る
有
様
で
あ 

る
。
故
に
人
心
の
純
粹
な
る
科
學
を
包
含
せ
る
心
的
科

ジH

ィ

* H

ス

•ミ
;v
i經
濟
學
の
洚
蕺
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ニ
九
六)

雒

錄

,
:シH

ィ

ぅ

學
は
、
悉
く
樣
々
の
物
質
的
眞
a
を
無
視
す
る
こ
ど
が 

出
來
な
い
0
加
之
、
通
常
は
_

然
科
學
が
最
初
に
硏
究 

:.
せ
ら
れ
.る
か
ら
、
心
的
■科
學
は
自
然
科
學
を
豫
定
し
、
 

而
し
て
自
然
科
學
の
捨
て
、
顧
み
な
い
複
雜
の
現
象
を 

取
扱
ふ
の
で
あ
る
。

:
以
上
の
叙
述
は
、：
明
白
に
生
產
の
術
に
依
麒
す
る
各 

:
種
;0
料
學
ぞ
、
經
濟
學
ど
の
關
係
を
精
細
^
盡
し
て
®
 

る
で
あ
ら
ぅ
^

S

C

' 

■

.

.十
:

.

,
赏

を

構

成

す

る

物

件

の

生

產

に

關

す

る

法

則

は

、
•經

.濟
學
の
主
題
た
る
ど
同
時
.に
、
自
然
科
學
の
主
題
で
も

あ
、る
。
併
し
夫
等
の
法
則
中
に
於
て
、
純
然
た
る
物
質

.

.の
法
則
の
如
き
は
、w
ら
自
然
称
學
に
»
す
る
も
の
で
、

.

.

.

.
:
;
.

其
|1
1
;
0人
、七
の
法
則
の
.み
が
經
濟
學
に
«
す
る
も
の
で
.

あ
る
。
要
す
る
に
最
■
に
於
て
經
濟
學
は
、「

結
合
せ
ら

;
れ
た
人
心
0

法
則
を
物
質
の
法
則
6
の
成
果
を
綜
合
す 

る
の
で
あ
る
。
 

•
; _ 

•

I

ル
ミ
經
濟
學
のM

義

. 

第

八

蹒

一

四

八

.故
に
經
濟
學
は
、
總
て
の
自
然
轉
‘學
を
豫
定
す
る
。
 

從
つ
て
經
濟
學
は
、
斯
る
@
然
科
學
の
眞
理
の
中
、
人 

.

類
の
愁
望(

w
a
n
t
s)

に
依
て
要
求
せ
ら
れ
る
物
伸
の
生 

,

產
に
關
す
る
眞
理
を
悉
く
是
認
ず
る
の
で
あ
る
。
杏
少 

,.
:
.
j
v;

な
ぐ
皮
も
、其
過
程
に
於
け
る
自
然
的
部
分
が
、
必
中
生 

來
す
る
の
は
、

勿
論
の
事
^
す
る
の
で
あ
る
。
次
に 

\

人
心
の
如
何
な
る
現
象
が
，
斯
の
如
き
同
一
物
件
の
生

ハ
 

I
I產
ビ
分
配
ビ
に
關
係
す
る
か
を
研
究
す
る
。
是
に
於
て 

一
ミ
ル
は
、
特
に
斷
つ
て
日
く
、
今
生
產W

分
配
S
呼
ん

|
ヤ
、：
普
通
&
經
濟
學
者
が
用
：ふ
る
や
ぅ
に
、
生
產
ビ
分

■
 \. 

6 

0

;

■

0
0 

.
配
ど
消
費
と
は
云
は
な
い
气
彼
に
從
へ
ば
、
消

費

を

：:

,

'
除
外
す
る
に
は
理
由
が
あ
る
。
：ミ
ル
に
云
は
せ
れ
ば
、

—

1
#
.

通
の
經
濟
學
者
の
や
ぅ
P「

消
費
の
考
察
は
、
生
產 

.
及
び
分
配
の
考
察
ど
分
離
す
る
こ
^
の
出
來
な
い
も
の 

.

で
あ
る
ど
思
惟
す
る
ょ
：

Cs

は
、
寧
ろ
經
濟
學
は
富
の
消 

:

費
に
無
關
係
.で
あ
るW

、
®

々
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

:

別
個
の
科
學
の
主
題
ミ
じ
て
、
»

の
消
費
に
關
す
0̂
&0

則
が
存
在
す
る
か
何
ぅ
如
.ii
:
、
細
ち
な
い
。
羅
毚
游
費
，
 

に
關
す
る
法
則
は
、
人

間

的

享

樂

の

法

則(laws 

of 

h
u
m
a
n

 

e
n
j
o
y
s
e
n
t
〕

；に
外
な
ら
な
い
ど
。

經
濟
學
者 

は 
'
未
ft
#

て
消
费
を
M

s
體
の
た
め
に
取
扱
つ
た
，】 

^
が
な
い
け
れV

j

も
？
彼
等
は
常
に
、
如
何
な
る
狀
態 

ぺ
に
於
て
各
種
の
撕
費
が
«

の
生
產
ミ
分
配
ヒ
：に
影
響
を
.; 

及
ぼ
す
か
€

宏
ふ
研
究
の
自
的
を
以
て
、
消
費
を
取
扱- 

ら
て
密
た
の
で
*;
る
。
.

(

註
七〕

，
ミ
ル
に
依
れ
ぼ
、
普
通 

經
濟
學
に
關
す
る
論
文w

■

す
る
も
の
じ
；於
て
、
消
費
. 

て
ぅ
項
目
の
下
に
取
扱
ば
れ
る
主
題
は
、
次
の
如
く
で 

ぁ
る
。 

I

.
+
 (

ィ)

，生
逄
的
消
費
皮
不
生
產
的
消
費(product

丨
 

ive 

and 

unproductive 

consumption) 

の
相
違 

(
t
o

 
,
 

I
過
多
に
存
す
る
富
に
就
て
、
其
生
產
を
繼
續
；
 

す
る
こ
^
、
及
び
生
處
せ
ら
れ
た
も
の
\
過
多
な
る
部. 

分
に
就
て
、
其
上
の
先
產
の
た
^
に
刺
用
せ
ら
れ
る
-J 

t
が
1
可
能
な
4
や
否
や
に
關
す
る
硏
究
"

第

十

六

溜

C
H

九
七)

雜

錄

t

イ
i

ス„

(

”)

課
耽
の
原
棚
、
詳
言
す
れ
ばC

J
〕

各
沌
の
祖 

m

は
何
人
の
納
付
す
る
所
で
あ
る
か
、
即
t>
分
配
の
間 

題
、
及
び(

ニ)

各
稀
の
租
税
が
生
産
の
上
に
及
ぼ
す
狀 

態
は
何
ぅ
で
あ
る
か
、
 

j
;.
即
ち
是
れ
で
め
る
か
ら
"
結
局
消
費
に
於
て
取
扱
ふ 

一：
も
の
は
、
生
產
か
分
配
.か

に

な

る

の

で

あ

る
:°

經

濟

學 

,
は
、
純
#
な
る
人
心
の
科
^
ょ

り
斯
る
現
象
の
法
則
を 

借
用
し
、
且
又
斯
る
自
然
的
法
則
ビ
關
係
し
て
作
用
す 

る
心
的
法
則
に
如
何
な
る
結
果
が
隨
伴
す
る
か
を
研
究 

す
る
の
で
あ
る
"
從
つ
て
有
诩
な
る
物
件
の
生
產
に
關 

j

，す
る
自
然
的
法
則
は
、
總
て
等
し
く
經
濟
學
に
依
つ
て 

j

も
豫
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
併
.し
經
濟
學
は
、
其 

i 

.大
部
分
を
綜
括
的
に
豫
定
し
て
、
Jt
詳
細
に
は
何
等
の 

叙
述
を
加
へ
な
い
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
併
し
土
壤
の
生 

產
高
は
、
勞
働
の
適
用
を
增
加
す
る
电
共
に
、
增
加
の 

割

合

が®'
減

す

る

艺

云

ふ

が

如

き

少

數

の

事

柄

に

就

て 

は
、
細
說
の
必
要
が
あ
る
。
斯
く
て
夫
等
の
眞
理
は
、

3
>v
w
經
濟
學
の
定
義 

-

m

A

m

J

四
九
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.新

刊

，
紹

介

夫
れ
を
包
含
し
た
所
風
の
掛
然
科
學
か
ら
借
用
せ
ら
れ 

，
る

や

ぅ

に

羅

は

れ

る

。

(

註
八)

.

.

.右

は

後

段

.に

細

說

す

る

所

ど

非

常

な

關

陈

を

有

す

る 

し
：、

又

私

も

聊

か

な

が

ら

補

足

す

る

所

が

あ

る

か

ら

、 

特

に

注

意

を

駆

す.る
。
然
ら
ば
上
來
總
述
し
た
所
じ
®

一
 

?

>

ミ
,
の
_
:へ
长
經
濟
學
の
®
義
ビ
は
如
何
な
るI

 

，も
の
で
あ
b
、ノ
而
し
て
彼
が
夫
れ
を
如
何
に
論
證
し
た 

:

炉
は
4

觝
而
の
都
合
上
先
囘
に
讓
る
\°
!

.

_

.
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あ
る
.ミ
 
一33
:
ふ
，小
話
丈
け.I-
留
' |

.. 

'1
.
.
‘
.
'̂
て
蹬
 
く
。
Q
. Bonar,

hdhilosophy

p
n
d 

P
O
M
C
a
l

 

Econo 
3
y \ 

p. 

242 , 

§
0
0併
し
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^

エ
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5
か
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其
^

I
«
燈
遂
論
の
開
怨
辟
頭
'卜
於
て
、
經
濟
學
に
與
へ
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定
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は
'
明
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|
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受
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ミ
が

は
、前
^
^
撝
の
笫
ー
一
の
論
文|;
於
て
、
m
毀
が
生 

菝
の

J1
U
及
ぼ
す
影
響
か
論
じ
て
居
る
が
> M
れ
{1
他

=
:
猢
介
す
る 

稜
リ
で
あ
ゐ
。

:;
:
:
:
:.:
.
-

r
ill
-
.
^
j
o
p
. 

c

i
r

J>p. 

IJJ
2
-
3
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. 
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左
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「

文

化
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極

限
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四

'萸
：

泣

似

•
：
四 

.

.

耑

波

进

访

锬

行
'

科

學

的

認

識

の

ニ

元

性

を

立

す

る

に

、

方

法

論

^'
-
形 

式
の
堪
純
な
る
經
驗
的
認
識
主
體
の
：A

l
s
s
u
u
g
s
f
o
-

 

r
m

に
求
め
ん
ど
す
る
ソ
ッ
ヶ
ル
ト
の
所
說
を
疋
し
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